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の
後
追
い
で
は
な
く
、
産
業
・
企

業
、
経
済
・
社
会
の
原
動
力
と
な

る
「
人
へ
の
投
資
」
を
起
点
と
し

て
、
未
来
を
変
え
、
経
済
の
好
循

環
を
力
強
く
回
し
て
い
く
こ
と
。 

別
表
は
、
連
合
岩
手
二
〇
二
一

年
度
の
県
内
の
賃
金
調
査
結
果
。 

交
渉
形
態
別
の
単
組
を
代
表

し
、
課
題
・
二
〇
二
二
春
闘
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
地
場
（
松
田

健
英 

星
和
工
業
労
組
）、
中
央
交

渉
（
古
坐
和
幸 

太
平
洋
セ
メ
ン

ト
労
組
）
、
官
公
労
（
熊
谷
智
徳 

岩
教
組
）
か
ら
報
告
を
受
け
た
。 

最
後
に
、
梅
木
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
こ
ぶ
し
を
突
き
上

げ
、
闘
志
を
確
認
し
合
っ
た
。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

冒
頭
、
梅
木
議
長
は
「
二
〇
二

二
春
闘
は
、
過
去
の
足
取
り
を
振

り
返
り
、
将
来
を
見
据
え
何
を
す

べ
き
か
、
今
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
勝
ち
と
っ
て
い
こ
う
」
と
訴

え
た
。
引
き
続
き
、「
連
合
白
書
」

を
ス
ラ
イ
ド
に
し
た
資
料
を
も

と
に
、
星
事
務
局
次
長
か
ら
二
〇

二
二
春
闘
方
針
の
視
点
、
現
状
な

ど･
･
･

課
題
の
提
起
が
あ
っ
た
。 

―
 

提
起
内
容
の
要
旨 

―
 

■
日
本
の
賃
金
水
準
は
主
要
先

進
国
の
中
で
最
低
グ
ル
ー
プ 

日
本
の
賃
金
は
二
〇
年
以
上

に
わ
た
り
停
滞
、
国
内
消
費
も
停

滞
し
、
「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
を
上
げ
ら
れ
ず
、
生
産
コ
ス
ト

を
下
げ
て
利
益
を
上
げ
よ
う
と

賃
金
抑
制
圧
力
が
高
ま
る
」
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。 

■
一
九
九
七
年
か
ら
マ
イ
ナ
ス 

一
般
労
働
者
の
平
均
賃
金
は
、

平
均
年
齢
の
上
昇
に
伴
い
横
ば

い
で
推
移
。
実
質
賃
金
は
、
低
下

が
続
い
て
お
り
、
生
産
性
向
上
に

見
合
っ
た
適
正
な
分
配
が
行
な

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
因
。 

■
不
都
合
な
真
実
の
直
視
を 

一
九
九
〇
年
代
以
降
、｢

ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
」
は
一
度
も
起
き
な

か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
と
は
、
富
め
る
者

が
富
め
ば
貧
し
い
者
た
ち
に
も

自
然
に
富
が
こ
ぼ
れ
落
ち
経
済

全
体
が
良
く
な
る
、
格
差
が
拡
大

し
て
も
全
体
が
豊
か
に
な
る
か

ら
問
題
な
い
、
と
い
う
考
え
方
。 

■
「
未
来
づ
く
り
春
闘
」
を 

｢

未
来
を
つ
く
る｣

と
は
、
産

業
・
企
業
と
働
く
者
の
未
来
を
語

る
こ
と
。
経
済
成
長
や
企
業
業
績

冬
季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

し
た
。
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
比
べ

る
と
や
や
盛
り
上
り
が
少
な
い
印
象

の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
が
、
記
憶

に
残
っ
て
い
る
の
は
一
九
九
八
年
の

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
。
当
時
ま
だ

私
は
一
〇
歳
に
も
満
た
な
い
年
齢
だ

っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
残
っ
て

い
な
い
が
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
団
体

だ
け
は
驚
く
ほ
ど
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。 決

勝
は
激 

し
い
雪
が
降 

る
中
で
行
わ 

れ
た
。
団
体 

は
四
名
で
二 

本
ず
つ
飛
ぶ
。 

一
、
二
番
手 

が
終
わ
っ
て 

日
本
が
首
位
、
原
田
が
三
番
手
だ
っ

た
と
思
う
。
ジ
ャ
ン
プ
台
か
ら
飛
び

出
し
た
原
田
が
、
Ｋ
点
よ
り
遥
か
手

前
で
着
地
し
た
。
四
年
前
の
リ
レ
ハ

ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
再
現
し
た

よ
う
な
光
景
に
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う

で
も
、
我
が
家
の
茶
の
間
で
も
、
大

き
な
落
胆
と
た
め
息
に
包
ま
れ
た
の

を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
草
野
球
に
出

る
だ
け
で
緊
張
し
て
し
ま
う
私
に
は

想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
の
重
圧
だ
っ

た
だ
ろ
う
が
、
原
田
は
二
本
目
で
大

ジ
ャ
ン
プ
を
見
せ
、
日
本
を
金
メ
ダ

ル
へ
導
く
ド
ラ
マ
を
作
っ
た
。
二
本

と
も
普
通
に
飛
ん
で
い
れ
ば
普
通
に

金
メ
ダ
ル
だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
失

敗
し
て
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
場
面
か

ら
逆
境
を
跳
ね
の
け
る
大
ジ
ャ
ン
プ

を
見
せ
た
こ
と
で
、
大
き
な
感
動
を

呼
ん
だ
。
人
の
失
敗
を
原
田
が
カ
バ

ー
し
た
の
な
ら
と
も
か
く
、
自
分
の

失
敗
を
自
分
で
取
り
返
し
た
だ
け
な

の
だ
か
ら
、
冷
静
に
考
え
る
と
自
作

自
演
み
た
い
で
ズ
ル
い
よ
う
な
気
も

し
て
き
た
。
仕
事
で
ち
ょ
っ
と
し
た

ミ
ス
を
し
た
。｢

挽
回
し
て
ち
ょ
っ
と

し
た
感
動
で
も
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
み
よ
う｣

と
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
て
思
っ
た
。 

雅
・
Ｋ 

三
月
二
一
日
、
シ
ー
パ
ル
大
船
渡
に
お
い
て
「
二
〇
二
二
春
闘 

気

仙
地
域
討
論
集
会
」
を
開
催
し
、「
未
来
を
つ
く
る
」「
み
ん
な
で
つ
く

る
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
春
闘
方
針
の
視
点
と
考
え
方
、
現
状
課

題
、
単
組
の
闘
争
状
況
を
確
認
し
た
。
猛
吹
雪
の
悪
天
候
の
中
、
コ
ロ

ナ
禍
を
踏
ま
え
、
規
模
を
縮
小
し
た
集
会
に
は
二
二
名
が
参
加
し
た
。 

二
〇
二
二
春
季
生
活
闘
争
を

迎
え
、
二
月
一
七
日
に
交
渉
形
態

別
に
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
単
組

状
況
や
主
な
労
働
環
境
の
改
善
、

付
帯
要
求
は
以
下
の
と
お
り
。 

【
地
場
単
組
】 

▽
安
全
衛
生
委
員
会
は
労
使
同

数
で
毎
月
一
回
開
催
、
安
全
週
間

等
に
労
使
で
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
、

▽
新
型
コ
ロ
ナ
の
濃
厚
接
触
者

や
家
族
に
な
っ
た
場
合
の
特
休

扱
い
、
感
染
対
策
品
は
会
社
支

給
、
▽
夏
季
臨
時
給
に
暑
気
手
当

追
加
、
▽
夏
季
一
時
金
に
地
域
振

興
券
の
追
加
、
▽
職
種
手
当
の
増

額
、
▽
帰
省
手
当
の
見
直
し
、
▽ 私たち、日本労働総連合会は、核兵器の廃絶、そして

平和で安定した社会と暮らしの実現をめざしています。 

現在、ウクライナの地では貴国による軍事侵攻が続い
ています。報道によれば、子どもを含め、多くの民間人
に犠牲が出ているとのことであり、これまでの平和な暮
らしが脅かされていることは到底看過できるものでは
ありません。 

この間の、貴国によるウクライナ東部地域の一方的な
独立承認や軍事侵攻などの一連の行為は、ウクライナの
領土と主権を侵害し、紛争の平和的解決を義務づける国
連憲章や国際法に違反するものです。 <中略> 

連合は、このたびの貴国の軍事侵攻を厳しく非難し、
即時の作戦中止とウクライナからの撤退を強く求める
とともに、核兵器の使用を示唆した一連の行為を含め、
ここに厳重に抗議いたします。 

▽
高
齢
層
職
員
の
主
幹
任
用
拡

大
・
勤
勉
手
当
へ
の
配
慮
、
▽
コ

ロ
ナ
対
応
職
員
へ
の
勤
勉
手
当

の
上
位
区
分
の
適
用
、
▽
長
時
間

労
働
是
正
へ
の
徹
底
、
▽
会
計
年

度
任
用
職
員
の
休
暇
制
度
の
拡

充<

不
妊
治
療
休
暇
の
新
設
、
配

偶
者
出
産
休
暇
三
日
、
育
児
参
加

の
休
暇
五
日
、
産
前
・
産
後
休
暇

の
有
給
化
、
夏
季
期
間
中
任
用
者

に
夏
季
休
暇
三
日
付
与
、
育
児
休

業
等
の
取
得
要
件
緩
和>

、
▽
ガ

ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
を
踏
ま
え

通
勤
手
当
の
継
続
協
議 

な
ど 

    

た
が
超
勤
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、

長
時
間
労
働
の
是
正
・
通
勤
手
当

の
全
県
移
動
の
対
応
課
題 

な
ど 

 

ロシア連邦大統領 

ウラジーミル ウラジーミロヴイチ プーチン 閣下 

連合岩手 2021 年度賃金実態調査の集計結果 

業 種 組合数  人 数  平均年齢  平均勤続  平均賃金  

全 産 業 48 5,883 41.4 14.8 240,774 

製 造 業 16 2,700 41.7 17.2 253,176 

交通･運輸業 11 490 46.7 13.3 194,224 

商業･サービス 21 2,693 40.2 12.6 236,810 

 

 

 

 

 

 

有
給
休
暇
の
半
日
取
得
・
積
立
制

度
の
導
入
、
▽
総
労
働
時
間
の
短

縮
、
▽
育
児
を
す
る
従
業
員
お
よ

び
男
性
の
育
児
参
加
に
向
け
た

環
境
整
備
、
▽
顧
客
も
含
め
た
職

場
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
、
▽
定
年

退
職
延
長
六
五
歳
、
▽
保
安
靴
の

定
期
配
布
、
▽
住
宅
・
家
族
手
当

の
改
善
、
▽
週
休
二
日
制
導
入
、

▽
特
年
使
用
枠
の
拡
大 

な
ど 

【
中
央
交
渉
単
組
】 

▽
年
次
有
給
休
暇
初
年
度
付
与

日
数
の
拡
大
一
五
日→

二
〇
日
、

▽
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制

の
制
度
化
一
一
時
間
、
▽
育
児
休

職
期
間
に
お
け
る
賃
金
補
填
の

導
入
、
▽
若
年
層
・
非
正
規
賃
金

のu
p

、
▽
一
般
職
と
地
域
間
職

間
の
格
差
是
正
、
▽
在
宅
勤
務
手

当
の
新
設
（
二
〇
〇
円/

回
）、
▽

年
末
年
始
手
当
支
給
対
象
日
の

拡
大
、
▽
年
末
年
始
の
呼
び
出
し

手
当
の
増
額
、
▽
働
き
の
価
値
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
確
立 

な
ど 

【
官
公
労
】 

▽
月
例
給
は
二
年
連
続
据
え
置

き
、
▽
一
時
金
は
県
人
事
委
員
会

ど
お
り
実
施
、
▽
不
妊
治
療
の
特

別
休
暇
創
設
、
▽
子
の
看
護
休
暇

の
子
の
対
象
を
一
五
歳
か
ら
二

二
歳
に
緩
和
、
▽
コ
ロ
ナ
鎮
静
化

が
見
込
め
ず
結
婚
休
暇
の
一
年

延
長
、
▽
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
休
暇

の
取
得
期
間
延
長
、
▽
獣
医
師
の

初
任
給
調
整
手
当
の
引
き
上
げ
、


